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ラ
ム
① 

「
こ
ん
ぶ
」
の
名
前

1 

 

事
務
局
で
は
今
号
よ
り
、
巻
頭
コ
ラ
ム

と
題
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
近
況
な
ど

を
レ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
そ
の
文
章
を
掲

載
し
て
情
報
交
流
の
基
盤
と
し
て
頂
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
記
念
す
べ
き
連
載

第
一
回
は
、
四
ツ
倉
典
滋
理
事
長
に
よ
る

『
「
こ
ん
ぶ
」
の
名
前
』
で
す
。 

 

今
後
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
執
筆
担
当

者
は
、
各
理
事
、
会
員
間
で
持
ち
回
り
と

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局

よ
り
お
手
元
に
執
筆
ご
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
は
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

               

「
昆
布
」
の
語
源
は
、
日
本
語
起
源
や
ア

イ
ヌ
語
起
源
、
さ
ら
に
は
中
国
語
起
源
な

ど
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
で
は
周
の

時
代
に
で
き
た
言
葉
「
綸
布
」
に
由
来
す 

る
中
国
語
起
源
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
漢
字
２
文
字
を
昔
の
日
本

人
が
何
と
読
ん
で
い
た
か
は
不
明
で
あ
り
、 

                

そ
も
そ
も
こ
の
単
語
が
何
を
意
味
し
て
い

た
か
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
一
般
的
に
「
昆
布
（
コ
ン
ブ
）
」

と
言
う
と
、
分
類
学
的
に
コ
ン
ブ
属
と 

そ
の
近
縁
属
に
含
ま
れ
る
ス
ー
パ
ー
や
商

店
で
乾
燥
品
が
売
ら
れ
て
い
る
帯
状
に
長

い
形
状
の
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
術
的
に
は
「
コ
ン
ブ
」

と
い
う
表
現
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、
分

類
上
の
コ
ン
ブ
目
な
の
か
、
コ
ン
ブ
科
な

の
か
、
は
た
ま
た
コ
ン
ブ
属
な
の
か
に
よ

っ
て
そ
の
捉
え
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
き 
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リ
シ
リ
コ
ン
ブ
種
苗
採
取
（
10

月
４
日
(土)
予
定
）
の
お
知
ら
せ 

2 

ま
す
。
単
に
「
コ
ン
ブ
類
」
と
い
う
と
広

く
コ
ン
ブ
目
植
物
を
意
味
し
、
ア
ラ
メ
や

ワ
カ
メ
、
さ
ら
に
は
紐
状
の
ツ
ル
モ
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
（
こ
れ
ら
は
、
一
生
の
送

り
方
、
す
な
わ
ち
「
生
活
史
」
が
同
じ
型

の
植
物
で
す
）
。 

 

私
た
ち
の
研
究
会
は
「
北
海
道
“
こ
ん

ぶ
„
研
究
会
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
コ
ン
ブ
」
に
つ
い

て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
北
海
道
沿
岸
に

生
育
す
る
多
様
な
コ
ン
ブ
類
に
つ
い
て
も
、

そ
の
保
全
や
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 
 

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
研
究
会
の
名
前

は
な
ぜ
「
こ
ん
ぶ
」（
ひ
ら
が
な
）
な
の
で

し
ょ
う
か
。
通
常
、
研
究
者
が
こ
ん
ぶ
の

和
名
を
記
す
時
は
「
コ
ン
ブ
」
と
カ
タ
カ

ナ
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
に
、
水
産

上
の
こ
ん
ぶ
製
品
を
表
す
と
き
は
「
昆
布
」

と
漢
字
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
本
研
究
会
で
は
特
定
の
分
野
に
と
ら

わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
コ
ン
ブ

（
類
）
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
で
も
漢
字
で
も
な

く
、「
こ
ん
ぶ
」
と
ひ
ら
が
な
表
記
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

 

私
た
ち
の
住
む
北
海
道
の
沿
岸
に
は
お

よ
そ
30
種
も
の
コ
ン
ブ
類
が
生
育
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
が
北
海
道
お
よ
び
北
海

道
周
辺
が
分
布
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
コ
ン
ブ
を
は
じ
め
て
詳
し
く
調

べ
た
の
は
、
札
幌
農
学
校
２
期
生
の
宮
部

金
吾
博
士
で
あ
り
、
宮
部
先
生
に
よ
っ
て

た
く
さ
ん
種
の
学
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
はLam

inaria  
religiosa

で
す
が
、
（Lam

inaria

は
コ

ン
ブ
属
の
属
名
で
す
）
、religiosa

は
「
宗

教
的
な
」
と
か
「
尊
厳
な
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ニ
コ
ン
ブ
はL. 

diabolica
で
、diabolica

は
「
鬼
の
」

と
か
「
悪
魔
の
」
と
い
う
意
味
で
す
し
、

ナ
ガ
コ
ン
ブL. longissim

a

の 
longissim

a

は
「
非
常
に
長
い
」
と
い
う

意
味
、
ガ
ッ
カ
ラ
コ
ン
ブ 
L. coriacea

のcoriacea

は
「
革
質
の
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
学
名

か
ら
宮
部
先
生
の
信
仰
の
篤
さ
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ン
ブ
の
特
徴
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 
 

先
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
一
般
に
「
昆

布
（
コ
ン
ブ
）
」
と
い
え
ば
コ
ン
ブ
属
と
そ

の
近
縁
属
に
含
ま
れ
る
種
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
コ
ン
ブ
属
の
属
名
はLam

inaria

（
ラ
ミ
ナ
リ
ア
）
で
あ
り
、
マ
コ
ン
ブ
（
真

昆
布
）
や
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
（
利
尻
昆
布
）
、

ミ
ツ
イ
シ
コ
ン
ブ
（
日
高
昆
布
）
な
ど
日

本
の
有
用
昆
布
の
殆
ど
が
コ
ン
ブ
属
に
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
々
に
と
っ
て
「
コ

ン
ブ
と
い
え
ば
ラ
ミ
ナ
リ
ア
」
、
「
ラ
ミ
ナ

リ
ア
と
い
え
ば
コ
ン
ブ
」
を
意
味
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
遺
伝

子
解
析
に
よ
っ
て
、
世
界
のLam

inaria

が
２
つ
の
系
統
群
に
分
か
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
日
本
の
有
用
種
が
含
ま
れ

る
系
統
群
は
属
名
をSaccharina

（
サ
ッ

カ
リ
ナ
）
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
「
コ
ン
ブ
と
い
え
ば
ラ
ミ
ナ
リ

ア
」
で
あ
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
“
ラ
ミ
ナ

リ
ア
”
が
使
え
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
気

も
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
コ
ン
ブ
と

い
え
ば
サ
ッ
カ
リ
ナ
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
最
近
で
は
形
態
比
較
や
交
配
実

験
、
遺
伝
子
解
析
の
結
果
か
ら
、
日
本
の

主
要
な
産
業
種
で
あ
る
マ
コ
ン
ブ
、
ホ
ソ

メ
コ
ン
ブ
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
、
オ
ニ
コ
ン

ブ
を
生
物
学
上
同
一
種
と
し
て
扱
う
こ
と

も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ブ
類
の
分
類

に
つ
い
て
は
目
が
離
せ
な
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。 

 
(

よ
つ
く
ら 

の
り
し
げ) 

 

 

本
法
人
で
は
、
地
元
利
尻
町
等
の
合
意

を
得
て
、
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
の
種
苗
採
集
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ

ン
み
ど
り
の
基
金
公
募
助
成
事
業
の
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

利
尻
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
利
尻

あ
る
あ
る
発
掘
探
検
隊
」
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

開
催
概
要
は
、
本
法
人
の
川
井
唯
史
理

事
に
よ
る
講
演
「
リ
シ
リ
コ
ン
ブ
に
つ
い

て
」
、
札
幌
医
科
大
学
付
属
臨
海
医
学
研
究

所
の
高
橋
延
昭
副
所
長
に
よ
る
講
演
「
コ

ン
ブ
の
ヒ
ゲ
に
つ
い
て
」
な
ど
、
ま
た
、

コ
ン
ブ
遊
走
子
の
顕
微
鏡
観
察
や
、
リ
シ

リ
コ
ン
ブ
を
用
い
た
新
規
食
材
「
荒
波
う

ど
ん
」
の
試
食
な
ど
が
、
種
苗
採
取
と
と

も
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

日
時
は
10
月
４
日
(土)
10:

00
～
12:

00
、

場
所
は
利
尻
町
交
流
促
進
施
設
「
ど
ん
と
」 

(

〒
０
９
７
―
０
４
０
１
北
海
道
利
尻
郡

利
尻
町
沓
形
富
士
見
町)

に
て
開
催
し
ま

す
。 

 

お
時
間
に
余
裕
の
あ
る
会
員
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 



Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
報
告 

２
０
０
８
年
５
月 

～
８
月 

3 

■
第
14
回
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
、
お
刺
身
こ
ん
ぶ
試
食
会
を
開
催

(

５
月
18
日
(日)) 

 

５
月
18
日
(日)
、
八
雲
町
熊
石
区
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
『
第
14

回
あ
わ
び

の
里
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
』
に
当

会
の
ブ
ー

ス
を
出
展
、

お
刺
身
こ

ん
ぶ
の
無

料
試
食
会

を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

ひ
や
ま

漁

協(

熊

石
水
産
種

苗
生
産
セ

ン

タ

ー)

の
南
部
政

人
主
任
に

ご
協
力
頂
い
て
育
成
し
た
お
刺
身
昆
布
を

使
い
、
本
法
人
の
勝
山
吉
徳
理
事
（
(株)

G
E

L-D
esign

）
が
中
心
と
な
っ
て
約
100

人
の
方
に
ご
試
食
頂
き
ま
し
た
。
好
評
の

う
ち
に
１
時
間
程
度
で
用
意
し
た
お
刺
身

こ
ん
ぶ
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
や
む
な
く

試
食
会
を
午
前
中
で
終
了
し
ま
し
た
。 

■
『
日
高
昆
布
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
in

さ
ま
に
』(

５
月
25
日
(日))

に
参
加 

 

５
月
25
日
(日)
、
日
高
管
内
様
似
町
で
開

催
さ
れ
た
『
日
高
昆
布
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

０
８
in
さ
ま
に
』
に
、
四
ツ
倉
典
滋
理
事

長
、
川
下
浩
一
副
理
事
長
の
２
名
が
参
加

し
て
参
り
ま
し
た
。
以
下
に
当
会
サ
イ
ト

で
公
開
さ
れ
て
い
る
四
ツ
倉
理
事
長
の
参

加
手
記
を
再
掲
載
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 
 

様
似
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
日
高
昆 

布
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
方
が
来
ら
れ
て
い
て
、
想
像
以
上

に
盛
大
な
集
ま
り
で
し
た
。
午
前
は
、
敦

賀
で
昆
布
問
屋
（
奥
井
海
生
堂
）
を
経
営

さ
れ
て
い
る
奥
井
隆
さ
ん
の
昆
布
の
歴
史

と
文
化
に
関
す
る
講
演
で
、
午
後
は
漁
協

の
方
々
に
よ
る
歌
と
踊
り
、
そ
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。 

 

私
が
も
っ
と
も
驚
い
た
の
は
参
加
者

（
多
く
が
地
元
町
民
）
の
コ
ン
ブ
に
対
す

る
意
識
・
関
心
の
高
さ
で
、
漁
業
者
や
主

婦
の
方
々
が
多
く
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
皆
が
熱
心
に
講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

道
内
の
生
産
地
と
消
費
地
の
コ
ン
ブ
に
対

す
る
市
民
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
大
い
に

感
じ
ま
し
た
。 

 

様
似
町
長
や
副
町
長
と
も
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
敦
賀
の
奥
井
さ 

ん
を
含
め
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
わ
れ
わ
れ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
通
す
る

部
分
（
限
り
あ
る
資

源
を
い
か
に
利
用
し

て
い
く
の
か
・
種
や

産
地
の
異
な
る
も
の

に
い
か
に
個
性
を
与

え
る
の
か
・
豊
か
な

海
洋
環
境
を
い
か
に

守
っ
て
い
く
の
か
・

地
元
の
産
物
を
い
か
に
消
費
者
に
知
っ
て

利
用
し
て
も
ら
う
かetc

）
も
多
い
と
感
じ

ま
し
た
の
で
、
今
後
地
域
と
連
携
を
と
っ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

地
元
行
政
・
町
民
の
熱
意
が
大
い
に
感

じ
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
が
、
年
一

回
の
恒
例
行
事
と
し
て
続
け
て
い
く
（
開

催
場
所
は
管
内
の
町
間
で
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
）
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
次
回
は
ご
都
合
が
つ
き
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

■
２
０
０
８
年
度
第
１
回
理
事
会
開
催 

(

６
月
3
日
(火)) 

 

２
０
０
８
年
度
初
め
て
の
会
合
と
な
る

第
１
回
理
事
会
が
６
月
３
日
(火)
、
北
海
道

大
学
創
成
科
学
共
同
研
究
機
構
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
棟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

議
題
と
し
て
は
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

み
ど
り
の
基
金
に
よ
る
「
コ
ン
ブ
を
用
い

た
海
の
森
づ
く
り
」
事
業
の
採
択
報
告
お

よ
び
事
業
推
進
の
方
策
に
つ
い
て
の
討
議
、

助
成
の
根
拠
と
な
っ
た
種
苗
保
存
設
備
の

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
、
本
年
度
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確

認
お
よ
び
分
掌
、
ま
た
、
四
ツ
倉
典
滋
理

事
長
か
ら
は
、
当
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

に
つ
い
て
の
発
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

▲:

熊
石
区
で
の
試
食
会
の
様
子
（
上
左
、
右
） 

日
高
昆
布
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

様
子
（
中
）
と
、
席
上
で
あ
い
さ
つ
す
る
四
ツ
倉
典
滋
理
事
長
（
下
） 



4 

の
他
も
含
め
、
議
論
さ
れ
た
議
題
は
満
場

異
議
な
く
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

■
活
動
助
成
金
応
募
状
況 

→
申
請
中
の
案
件 

・
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
心
と
か
ら

だ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
市
民
活
動
・

市
民
研
究
支
援 

第
８
回
新
規
助
成 

(

６
月
16
日
(月)
締
切
・
助
成
額300
万
円) 

・
科
学
技
術
振
興
機
構(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)

地
域
ニ

ー
ズ
即
応
型 

(

６
月
27
日
(金)
締
切
・『
生
食
用
生
鮮
「
お

刺
身
こ
ん
ぶ
」
長
距
離
輸
送
技
術
の
確
立
』

助
成
額1,000

万
円
） 

第
６
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞 

(

７
月
31
日
(木)
締
切
・『
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
ん
ぶ
陸
上
養
殖
事
業
』
・
賞
金

30
万
円
／
10
万
円) 

 
 
 
 
 
 
 

☆ 

◎
採
択
さ
れ
た
案
件 

・
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金 

２
０
０
８
年
度
公
募
助
成
（
活
動
助
成
） 

(

４
月
30
日
(水)
通
知
・『
コ
ン
ブ
を
用
い
た

海
の
森
づ
く
り
』
採
択
額812,000

円) 

・
２
０
０
８
年
度
北
海
道
ろ
う
き
ん
社
会

貢
献
助
成
制
度 

(

採
択
通
知
６
月
６
日
・
採
択
額
15
万
円) 

 
 
 
 
 
 
 

☆ 

＄
応
募
申
請
検
討
中
の
案
件 

・
科
学
技
術
振
興
機
構(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)  

地
域
科

学
技
術
理
解
増
進
活
動
推
進
事
業
・
活
動

助
成
／
機
関
連
携
型
（
次
年
度
応
募
） 

・
内
閣
府 

地
方
の
元
気
再
生
事
業 

(

次
年
度
応
募) 

×
不
採
択
と
な
っ
た
案
件 

・
２
０
０
８
年
度
北
海
道
ろ
う
き
ん
Ｎ
Ｐ

Ｏ
自
動
寄
付
制
度 

(

不
採
択
通
知
６
月
６
日) 

・
２
０
０
８
年
全
労
災
地
域
貢
献
助
成 

(
不
採
択
通
知
７
月
２
日) 

 

■
新
入
会
員 

 

５
月
１
日
(木)
か
ら
８
月
29
日
(金)
ま
で

に
入
会
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

☆ 

●
村
上
俊
哉 

様 
(

個
人
会
員 

(株)
エ
コ
ニ
ク
ス
特
命
沿
岸

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー) 

 
 
 
 
 
 
 

☆ 
 

８
月
31
日
(日)
現
在
の
会
員
数
は
、
理
事

会
員
10
人
＋
一
般
会
員
８
人
の
計
18
人

(

う
ち
今
年
度
の
新
規
入
会
７
人)

で
す
。 

 

８
月
末
に
は
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
み
ど

り
の
基
金
の
公
募
助
成
を
受
け
て
行
っ
て

い
る
「
こ
ん
ぶ
を
用
い
た
“
海
の
森
„
づ 

く
り
」
事
業
の
根
幹
と
な
る
、
種
苗
管
理

施
設
が
導
入
さ
れ
、
９
月
よ
り
本
格
運
用

が
始
ま
り
ま
す
。 

事
務
局
で
は
、
本
格
運
用
開
始
の
前
に

セ
レ
モ
ニ
ー
的
な
行
事
を
行
お
う
と
企
画

し
て
お
り
ま
す
。 

場
所
は
事
務
局
所
在
地
と
同
じ
北
海
道

大
学
創
成
科
学
共
同
研
究
機
構
内
、
日
時

は
本
年
秋
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

詳
細
は
決
定
次
第
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

ま
で
お
待
ち
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
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